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作詞 市毛豊備

作曲 岩井清志

１ 春山王の 若みどり

五本榎の 名が残る

窓に希望の 陽がさして

若い我等に 開けた未来

２ 夏草のびた 大日に
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光かかげて 進もう友よ
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ああ山王の 学びの子

国のかためだ 励もう友よ
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• CS学校運営協議会 山王プログラム(SNP)
地域と共に育む

「創造する力・
表現する力」

取手市立山王小学校

〒300-1544 取手市山王380番地
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【 本 校 の 沿 革 】
 明治 ６年 中内小学校設立（明光寺内）

 明治 ７年 山王小学校（金仙寺内），岡小学校（延命寺内）設立

 明治 １９年 １０月１日，３小学校が合併し山王小学校が設立される。（創立記念日）

 明治 ３４年 高等科を併置し，山王尋常高等小学校となる。

 明治 ３７年 現在地に移転

 大正から昭和初期に全盛を極める「山王体操」は「学校体操の華」として戦後まで続く。

 昭和 １６年 山王国民学校となる。

 昭和 ２２年 学制改革により，山王村立山王小学校となる。

 昭和 ３０年 町村合併により，藤代町立山王小学校となる。

 昭和 ３１年 校歌制定

 昭和 ３５年 本館鉄骨２階建て校舎完成

 昭和 ４１年 よい歯の学校として県保健会長賞を受賞

 昭和 ４４年 プール完成

 昭和 ４５年 県指定国語科学習指導研究校

 昭和 ５０年 山王小学校創立100周年祭挙行

 昭和 ５３年 体育館完成

 昭和 ５８年 ソニー理科教育資金贈呈計画において優良校受賞

 昭和 ５９年 新校舎建築

 平成 ８年 文部省指定学校保健統計調査校

 平成 ９年 統計グラフ全国コンクール特選，文部大臣奨励賞受賞

 平成 １０年 茨城県小中学校芸術祭小学校器楽合奏大会で表彰される。

 平成 １２年 藤代町教育委員会・教育研究会研究指定校研究発表（算数科指導の研究）

 平成 １７年 ３月２８日，藤代町と取手市との合併により取手市立山王小学校となる。

 平成 ２０年 文部科学省 学校評価の充実・改善のための実践研究事業指定校

 取手市教育委員会研究指定委嘱校

 平成 ２１年 取手市教育委員会研究指定委嘱校発表

 平成 ２２年 旧校舎耐震工事

 平成 ２５年 茨城県教育委員会「体力つくり」奨励賞受賞

 平成 ２６年 茨城県「人権の花運動」感謝状を授与される。

 平成 ２７年 山王小みどり農園再開，「とりで太鼓の祭典」に出演（山王三宅太鼓）

 平成 ２８年 小学校理科教科担任制モデル校

 茨城県芸術祭小学校合唱合奏大会で表彰される。講義方針を簡単に説明

 令和 ２年 小規模特認校として市内全域から児童を募集

 令和 ３年 4月1日より小規模特認校 山王小学校としてスタート

 令和 ４年 コミュニティスクール 学校運営協議会 発足

 令和 ５年 「山王小 大運動会」 地域参加型の運動会を開催

【 職員及び児童数 】 令和７年4月1日現在

校 長 西尾 直美
学年 担 任

児童数
備考

教 頭 山岡 由美 男 女 計

教務主任 松本久美子 １年 宇田野洋子 5 10 15

養護教諭 髙山萌々子 ２年 牧野 文音 9 7 16

事務主事 池田 剛士 3年 田中 聖也 8 3 11

外国語専科 Luu Andy ４年 相本 花織 4 7 11

社会人TT 小澤 悦子 ５年 稲葉 英美 6 7 13

学校司書 竹澤 裕子 ６年 小俣はるか 4 7 11

教育補助員 澤出恵美 竹山 文 仲良し 牧野 美典 4 2 4 自・情

用 務 員 塚本 恵子 合 計 40 43 83

給食配膳補助員 山崎 千景

子と親の相談員 合田 佳恵


